
施策概要

効 果

◼ 予算額（国費）（加速化・深化分）

◼ 全国的な対策と効果

284

防災計画に資する火山情報の解析・評価、

集約・情報提供対策【経済産業省】

１１１

過去の火山噴火の履歴・活動推移・規模を解析・評価し、その結果のデータベース化、

情報提供を実施

今後発生する可能性のある災害の種類や影響範囲（居住区域への降灰、下流域での

泥流の発生等）の数値予測が精密化し、減災に貢献
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【KPI】噴火履歴を解明した火山地質図、噴火口図の作成数

初期値（％）

目標値（％）

５か年加速化対策

※上のグラフは目標数に対する割合を示す

R3 R4 R5

- - -

R6 R7 累計

- - -

監視・観測の充実等が必要な51火山を

対象に、火山の調査を重点的に実施

整備した地域

火山地質図、
噴火口図の作成数

火山
地質図

噴火口図

北海道地方 6 0

東北地方 3 0

関東中部地方 10 1

近畿地方 0 0

四国地方 0 0

九州地方 8 0

合計 27 1

R6までに噴火履歴を解明した
火山地質図、噴火口図の作成数

【噴火口図閲覧システム（試作版）】

火山の噴火可能性や噴火した場合の規模の評

価に必要なデータの整備を促進する

（上の画像は富士山の宝永火口と噴火様式等

の属性情報を衛星画像に重ねて表示）

⑤北海道駒ヶ岳火山地質図（北海道)

⑫三宅島火山地質図（東京都）

⑳八丈島火山地質図（東京都）

⑦青ヶ島火山地質図（東京都）

⑱蔵王火山地質図（宮城県・山形県)
㉕御嶽火山地質図（長野県・岐阜県)

㉔秋田焼山火山地質図（秋田県)

㉒日光白根及び三岳火山地質図（栃木県・群馬県)

⑮樽前火山地質図

㉗噴火口図（北海道）

②有珠火山地質図（北海道)第2版

⑩伊豆大島火山地質図㉓噴火口図

（東京都)

㉘磐梯噴火口図（福島県）

㉖焼岳噴火口図（長野県・岐阜県)

㉙富士火山地質図（静岡県/山梨県)

①桜島火山地質図

（鹿児島県）

③草津白根火山地質図（群馬県)

④阿蘇火山地質図

（熊本県）

⑬岩手火山地質図（岩手県)

⑥浅間火山地質図（長野県・群馬県)

⑧雲仙火山地質図（長崎県）

⑨那須火山地質図（栃木県）

⑲九重火山地質図（大分県)

⑪霧島火山地質図

（宮崎県・鹿児島県）

⑯十勝岳火山地質図（北海道)

㉑恵山火山地質図（北海道)

⑭口永良部火山地質図

（鹿児島県）

⑰諏訪之瀬島火山地質図

（鹿児島県）

➢ 2018年度以降、7火山の火山地質図と2火山の噴火口図を整備

し、2025年度までの目標値である30火山に対して31火山

（103%の達成率）となった。

➢ 火山地質図の整備により、想定噴火口域や想定噴火規模が拡大し、

避難対象地域の拡大等の防災施策に甚大な影響を与えた。

➢ R6年度は2火山の火山地質図を出版し、地元自治体の主宰する火

山防災協議会に情報提供を実施するところ。

➢ 火口位置情報については位置精度を2万5千分の1縮尺地形図の

精度で整備する作業を進め、防災対応機関の噴火被害想定シミュ

レーションなどで活用されることを企図している。

火山地質図、噴火口図を作成した火山

※ 加速化・深化分は措置されていないが、国立研究開発法人産

業技術総合研究所運営費交付金により対策を実施

◼ 目標達成の見通し
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整備事例

285

事業費

事業の背景（地域の課題）

事業の内容

見込まれる効果

1.12億円（うち５か年加速化対策（加速化・深化分）-億円）

火山噴火は低頻度で多様性があるため、全ての可能性を網羅した対策を取るのは非効率的です。

そのため、今後発生する可能性のある噴火事象をできるだけ予測し、噴火発生時に効率的な避難行動や対策を

取れるように、過去の噴火における火口の位置や噴火規模等に関する情報を整備することが求められていました。

日光白根及び三岳火山地質図を整備し、最近活動した15個の
火口位置と噴火様式等の情報を提供しました。

噴火が発生した火口の位置と、その噴火様式を詳細に明らかにしたことで、今後発生する可能性がある災害の
種類や影響範囲（居住区域への降灰、下流域での泥流の発生等）の数値予測が精密化し、減災に役立つことが期
待されます。
また、地元自治体による火山防災協議会では、調査結果に基づき、防災避難計画を見直し中です。

日光白根及び三岳火山を調査し、

今後の噴火予測を精緻化する

栃木県日光市及び

群馬県利根郡片品村周辺

日光白根及び

三岳火山地質図の整備

国立研究開発法人

産業技術総合研究所

右図：山頂にて日光白根山の火山活動を説明。
参加者約30名：県、市、村、警察、消防、森林管理署、
観光協会

火山防災協議会の現地合同調査

産総研研究者

◼ 「日光白根及び三岳火山地質図」と詳細な火口位置の解析図


